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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

11/25 現在 

父島 

100/100 

母島  

93.6/100 

10月気象状況    （父島） 

最高気温   29.5℃ 

最低気温   24.9℃ 

平均気温   27.2℃ 

平均湿度   84％ 

月降水量  405.0mm 

住民基本台帳登録者数（11/1） 

             2,619 人 

             父島      母島               

  人口      2,163 人   456 人 

  世帯      1,214    279 

                                               

  
 父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

12月
７
日
（
土
）

に
父
島
で
開
催
し
ま
す
。
 

各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
声
援
く
だ
さ
い
。
 

 ●
競
技
日
程
及
び
競
技
会
場
 

                         ※
天
候
や
海
況
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
体
育
協
会
事
務
局
 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）
 
 
 
２
―
３
１
１
７
 

  

  【
日
 時

】
 

 
令
和
２
年
１
月

26日
（
日
）
午
前
９
時
～
 

 
受
付
時
間
：
午
前
８
時

30分
～
午
前
８
時

45分
 

 
※
荒
天
順
延
・
予
備
日
２
月
２
日
（
日
）
 

【
会
 場

】
 

 
奥
村
運
動
場
～
東
町
・
西
町
 

【
部
 門

】
 

              《
 団

 体
 》

 

 
同
一
チ
ー
ム
の
男
子
６
㎞
、
女
子
４
㎞
上
位
５
名

の
合
計
タ
イ
ム
 

【
申
込
方
法
】
 

 
一
般
参
加
者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
を
教
育
委
員

会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
申
込
期
間
】
 

12月
２
日
（
月
）
 

～
令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
）
 

【
そ
の
他
】
 

※
車
道
で
の
練
習
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。
 

※
自
身
の
健
康
に
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
８
時
こ
ろ
に
防
災
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

※
大
会
当
日
の
午
前
９
時
～
競
技
終
了
（
正
午
頃
）

ま
で
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
走
者
へ

の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
ス
タ
ー
ト
時
間
】
１
部
午
前
９
時

30分
、
 

２
部
午
前

10時

15分
予
定
 

●
問
合
せ
先
 教

育
委
員
会
事
務
局
 ２

―
３
１
１
７
 

  

母
島
小
中
学
校
で
は
次
の
と
お
り
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
当
日
は
、
児
童
生
徒
の
安
全

の
た
め
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

【
日
時
】

12月
６
日
（
金
）
 

午
後
１
時

15分
～
午
後
３
時

10分
 

※
予
備
日
１
：

12月

12日
（
木
）
同
時
刻
 

 
予
備
日
２
：

12月

13日
（
金
）
同
時
刻
 

【
コ
ー
ス
】
 

<４
㎞
・
６
㎞
コ
ー
ス
>午

後
２
時

15分
ス
タ
ー
ト
 
 

 
村
民
会
館
前
→
脇
浜
公
園
入
口
折
り
返
し
→
御
嶽

橋
→
村
民
会
館
前
 

<１
・
２
・
３
㎞
コ
ー
ス
>午

後
２
時

20分
ス
タ
ー

ト
 

 
村
民
会
館
前
→
東
電
タ
ン
ク
前
折
り
返
し
→
御
嶽

橋
→
村
民
会
館
前
 

 
※
小
学
１
，
２
年
生
は
、
校
庭
を
使
用
し
て
３
分

間
走
及
び
５
分
間
走
を
実
施
 

●
問
合
せ
先
 
母
島
小
中
学
校
 
 
３
―
２
１
８
１
 

    
東
京
都
は
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
「
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
」（

令
和

元
年
度
～
令
和
５
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
 

 
本
計
画
は
、
小
笠
原
諸
島
の
今
後
５
年
間
の
振
興

開
発
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。
 

 
計
画
の
詳
細
は
、
東
京
都
総
務
局
お
よ
び
村
役
場

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村

役
場
総
務
課
お
よ
び
母
島
支
所
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１
 

ＮＯ．708 

令和元年(2019) 

 12/１（日） 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

第

37回
父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

 
第

47回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

 

母
島
小
中
学
校
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

 

「
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
」
 

を
策
定
し
ま
し
た
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今
年
度
の
学
習
発
表
会
は
、
各
学
年
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
発
表
と
、
全
学
年
の
音
楽
の
発
表

を
、
３
回
に
分
け
て
行
い
ま
す
。
２
回
目
と
な
る
今

回
は
、
各
学
年
の
合
唱
と
全
校
吹
奏
楽
の
音
楽
発
表

会
で
す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
、
ご
参
観
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
 

【
日
程
】

12月
８
日
(日
) 

【
時
間
】
午
前

11時

20分
～
午
後
０
時

10分
 

【
場
所
】
小
笠
原
小
学
校
・
中
学
校
体
育
館
 

 ※
お
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
中
学
校
 
 
２
―
２
５
０
２
 

   

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
 

ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】

12月
４
日
（
水
）
午
前

11時
こ
ろ
 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
 

  【
回
収
日
】

12月

11日
（
水
）
 

 
粗
大
ご
み
回
収
日
は
毎
月
二
回
目
の
水
曜
日
で

す
。
 

 
ご
み
の
出
し
方
で
迷
っ
た
と
き
は
、「

ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
 
父
島
版
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
村

役
場
建
設
水
道
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

 
な
お
、
年
内
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
持
ち
込
み
を

希
望
さ
れ
る
方
は

12月

27日
(金
)ま

で
に
手
続
き

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
建
設
水
道
課
 
 
２
―
３
１
１
５
 

   

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
審
査
会
で
、
認
定
農
業

者
及
び
認
定
新
規
就
農
者
の
認
定
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
新
た
に
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者

と
し
て
認
定
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

【
今
回
認
定
さ
れ
た
認
定
農
業
者
】
 

《
母
島
》
小
松
武
人
 

【
今
回
認
定
さ
れ
た
認
定
新
規
就
農
者
】
 

《
父
島
》
山
縣
広
宣
 

【
こ
れ
ま
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
認
定
農
業
者
（
五

十
音
順
）】

 

《
父
島
》
野
瀬
も
と
み
、
 

Ｕ
Ｓ
Ｋ
＆
Ｃ
ｏ
．
合
同
会
社
 

《
母
島
》
稲
垣
和
仁
、
折
田
一
夫
、
小
松
広
子
、
 

濱
崎
泰
宏
、
早
川
保
、
比
企
理
史
、
福
田
亮
三
、
 

藤
谷
明
憲
、
松
本
均
 

【
こ
れ
ま
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
認
定
新
規
就
農

者
】
 

《
母
島
》
越
立
さ
ち
子
 

認
定
農
業
者
及
び
認
定
新
規
就
農
者
は
、
地
域
の

農
業
の
担
い
手
ま
た
は
将
来
の
担
い
手
と
な
る
こ
と

を
期
待
さ
れ
る
方
を
村
が
認
定
し
、
そ
う
し
た
農
業

者
の
取
り
組
み
を
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て
支

援
す
る
制
度
で
す
。
 

認
定
農
業
者
に
な
り
た
い
、
新
た
に
農
業
を
始
め

た
い
と
い
う
方
は
、
い
つ
で
も
産
業
観
光
課
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
産
業
観
光
課
 
 
 
２
―
３
１
１
４
 

 

   

小
笠
原
村
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
お
使
い
い
た

だ
け
る
店
舗
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
り

ま
す
。
 

○

11月

30日
で
抹
消
 

 
ビ
ス
ト
ロ
ミ
ス
ト
ラ
ル
（
母
島
字
元
地
）
 

○

12月
１
日
か
ら
追
加
 

 
お
食
事
処
 
め
ぐ
ろ
（
母
島
字
元
地
）
 

 
お
使
い
い
た
だ
け
る
店
舗
の
一
覧
は
、
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
他
、
村
役
場
産
業
観
光

課
、
母
島
支
所
に
て
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
産
業
観
光
課
 
 
２
―
３
１
１
４
 

  

道
路
の
舗
装
と
水
路
の
工
事
を
行
う
た
め
、
母
島

の
村
道
沖
村
三
号
線
と
九
号
線
が
左
記
の
期
間
、
通

行
止
め
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
ポ
ス
タ
ー
･防

災
無
線
等
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
通
行
止
め
期
間
】
 

区
間
①
：

12月
中
旬
か
ら
３
週
間
程
度
 

区
間
②
：
令
和
２
年
１
月
初
旬
か
ら
１
か
月
程
度
 

●
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
施
設
係
 ３

―
２
１
１
１
 

             

   

小
笠
原
村
の
中
学
生
の
人
権
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
小
笠
原
村
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

【
父
島
】
小
笠
原
中
学
校
 

 
 
最
優
秀
賞
 
和
田
莉
奈
（
２
年
）
 

 
 
優
秀
賞
 
横
山
 
翔
（
１
年
）
 

【
母
島
】
母
島
中
学
校
 
 

最
優
秀
賞
 
寺
戸
藍
波
（
３
年
）
 

 
 
優
秀
賞
 
小
松
碧
志
（
３
年
）（
敬
称
略
）
 

な
お
、
和
田
莉
奈
さ
ん
の
作
品
は
東
京
都
大
会
に

お
い
て
「
奨
励
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
   ２

―
３
１
１
３
 

  【
実
施
日
程
】

12月

11日
（
水
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時
 

【
実
施
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
   ２

―
３
１
１
３
 

         

小
笠
原
中
学
校
学
習
発
表
会
 

（
音
楽
発
表
会
）
の
お
知
ら
せ

 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験

 

今
年
最
後
の
粗
大
ご
み
回
収
(父

島
) 

認
定
農
業
者
及
び
認
定
新
規
就
農
者

に
つ
い
て

 

村
道
の
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

 

令
和
元
年
度
小
笠
原
村
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

 

行
政
相
談
所
の
開
設

 

小
笠

原
村

プ
レ

ミ
ア

ム
付

商
品

券

使
用
可
能
店
舗
の
お
知
ら
せ
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第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】

12月
20日

（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

   

マ
ル
親
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
助
成
）
の
医
療

証
は
、
要
件
該
当
期
間
中
の
毎
年
１
月
１
日
に
更
新

さ
れ
ま
す
。
 

①
現
在
の
当
該
医
療
助
成
制
度
の
対
象
者
（
資
格

者
）
に
制
度
・
更
新
の
案
内
、
申
請
書
（
現
況
届
）

を
、

11月
中
に
発
送
し
て
お
り
ま
す
。
 

②

12月

13日
ま
で
に
、
①
の
申
請
書
（
現
況
届
）

と
次
の
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
ア
）
健
康
保
険
証
の
写
し
 

（
イ
）
資
格
審
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
村
が
保
有
す

る
税
情
報
等
を
閲
覧
す
る
事
に
同
意
い
た
だ
け
な
い

方
は
、
所
得
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
平
成

30年
中
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
（
市
区
町
村

の
課
税
所
得
証
明
な
ど
で
は
平
成

31年
度
も
し
く

は
令
和
元
年
度
課
税
分
と
な
り
ま
す
）
の
提
出
が
必

要
で
す
。
 

ま
た
、
生
計
を
同
一
に
す
る
扶
養
義
務
者
、
も
し

く
は
扶
養
す
る
児
童
等
に
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
方
の
課
税
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
平
成

30年
中
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。
 

③
②
の
提
出
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、
資
格
該
当
審

査
・
区
分
判
定
を
行
い
、
現
在
の
医
療
証
の
有
効
期

限
が
切
れ
る
前
ま
で
に
新
し
い
医
療
証
を
送
付
い
た

し
ま
す
。
 

※
②
（
ア
）
は
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特

に
、
前
回
の
申
請
か
ら
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変
わ

っ
た
方
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

※
医
療
助
成
制
度
、
そ
の
他
の
医
療
給
付
に
は
優
先

順
位
が
あ
り
ま
す
。
 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
特
に
マ
ル
子
助
成
と
マ
ル
親
助
成
と
の
優

先
順
位
（
更
新
時
期
が
異
な
る
な
ど
の
た
め
、
数
か

月
単
位
で
の
変
更
・
更
新
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
）
が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

◇
マ
ル
乳
と
マ
ル
親
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
 

は
、
マ
ル
乳
が
優
先
し
ま
す
。
 

◇
マ
ル
子
と
マ
ル
親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
 

 
・
住
民
税
 非
課
税
の
場
合
、
マ
ル
親
が
優
先
 

 
・
住
民
税
 課

 
税
の
場
合
、
マ
ル
子
が
優
先
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
   ２

―
３
１
１
３
 

     
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
確
定
申
告
や
年
末

調
整
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
 

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
に
も
、
納
付
し
た
方
が
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 
確
定
申
告
等
で
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
を
す
る

際
に
は
、
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
 

 
こ
の
た
め
、
令
和
元
年
９
月

30日
ま
で
に
納
付

さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
し
た
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

11

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
確
定
申
告
、
年
末
調
整
の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
な
お
、
令
和
元
年

10月
１
日
か
ら

12月

31日

ま
で
の
間
に
、
令
和
元
年
中
に
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２

年
２
月
初
旬
の
発
送
と
な
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 

日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
 

０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
 

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、

０
３
―
６
６
３
０
―
２
５
２
５
 

受
付
時
間
：
月
～
金
曜
日
 
 

午
前
８
時

30分
～
午
後
７
時
 

 
 
 
 
 
第
２
土
曜
日
 

 
 
 
 
 
午
前
９
時

30分
～
午
後
４
時
 

  

村
内
の
不
動
産
に
関
す
る
登
記
を
所
轄
す
る
、
東

京
法
務
局
の
不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
 

不
動
産
登
記
に
関
す
る
疑
問
、
お
悩
み
の
あ
る

方
、
ま
た
平
成

29年
度
に
開
始
さ
れ
た
、
各
種
相

続
手
続
き
に
利
用
で
き
る
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」
に
つ
い
て
も
ご
説
明
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◎
母
島
 

【
日
時
】

12月
９
日
（
月
）
 

午
後
２
時

30分
～
５
時
 

 
 
 
 

12月

10日
（
火
）
午
前
９
時
～
正
午
 

【
場
所
】
母
島
支
所
小
会
議
室
 

◎
父
島
 

【
日
時
】

12月

11日
（
水
）
午
前
９
時
～
正
午
 

 
 
 
 
午
後
１
時

30分
～
５
時
 

【
場
所
】
村
役
場
第
二
庁
舎
 
Ｂ
会
議
室
 

【
相
談
費
用
】
無
料
 

※
事
前
予
約
制
 

【
予
約
期
間
】

12月
２
日
（
月
）
～
６
日
（
金
）
 

●
問
合
せ
先
 
財
政
課
財
政
係
 
 ２

―
３
１
１
２
 

    
村
で
は
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
固
定
資
産
税
の
適

正
な
課
税
の
た
め
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
現

地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
調
査
は
、
主
に
土
地
・
家
屋
の
利
用
状
況
や
償
却

資
産
の
有
無
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
 

 
な
お
、
調
査
員
は
必
要
に
応
じ
て
敷
地
内
に
立
ち

入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
 ２

―
３
１
１
２
 

   

12月
は
、
固
定
資
産
税
（
第
３
期
）
の
納
期
で

す
。
 

 
納
期
限
は
、

12月

25日
(水
)と

な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
ま
た
、
口
座
振
替
日
は
１
月
６
日
(月
)と

な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納

付
を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
  

２
―
３
１
１
２
 

 
 
 
 
 
 
 

            

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

 

○ 親
医
療
助
成
の
医
療
証
の
更
新
時
期

で
す

 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」

 

不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談

 

固
定
資
産
税
の
現
況
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
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法
人
や
個
人
の
事
業
主
で
、
令
和
元
年
中
（
平
成

31年
１
月
１
日
～
令
和
元
年

12月

31日
）
に
給

与
や
賃
金
の
支
払
い
を
行
っ
た
給
与
支
払
者
は
、
す

べ
て
の
給
与
受
給
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
事

業
専
従
者
、
退
職
者
な
ど
を
含
む
）
の
「
令
和
２
年

度
給
与
支
払
報
告
書
」
を
作
成
し
、
給
与
受
給
者
の

住
所
地
の
区
市
町
村
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
 

【
提
出
書
類
】
 

①
「
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）」

 

 
：
提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
作
成
。
正
副
２
枚
 

②
「
給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細
書
）」

 

 
：
給
与
受
給
者
一
人
に
つ
き
正
副
２
枚
 

③
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
（
兼
仕
切
書
）」

 

 
：
普
通
徴
収
と
な
る
給
与
受
給
者
が
い
る
場
合
、
 

提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
１
枚
作
成
 

  
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「

令
和
元
年
分
 給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手

引
き
」（
国
税
庁
 制
作
）（

※
１
）
を
ご
確
認
の

上
、
お
間
違
え
、
漏
れ
の
無
い
よ
う
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、「
給
与
支
払
報
告
書
」
の
作
成
・

提
出
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
が
、
村
の
窓
口
や
村
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
※
２
）
で
取
得
で
き
ま
す
。
手
書
き

用
の
複
写
式
「
給
与
支
払
報
告
書
」（

同
時
に
、
所

得
税
（
国
税
）
の
「
源
泉
徴
収
票
」
も
作
成
で
き
ま

す
）
は
、
村
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
必
要

な
種
類
・
枚
数
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来
庁
く
だ
さ

い
。
 

【
提
出
期
限
】
 

 
令
和
２
年
１
月

31日
（
金
）
 

【
提
出
場
所
】
 

 
令
和
２
年
１
月
１
日
（
水
）
現
在
で
、
受
給
者
が

居
住
す
る
住
所
地
の
区
市
町
村
長
あ
て
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 小

笠
原
村
に
お
住
ま
い
の
方
の
給
与

支
払
報
告
書
の
提
出
窓
口
は
、
小
笠
原
村
役
場
 財

政
課
税
務
係
、
ま
た
は
、
母
島
支
所
庶
務
係
に
な
り

ま
す
。
 

ま
た
、
令
和
元
年
中
に
退
職
し
、
退
職
時
に
村
内

に
住
所
の
あ
っ
た
方
の
給
与
支
払
報
告
書
も
小
笠
原

村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
住
民
基
本
台
帳
（
住
民

票
）
を
確
認
し
、
１
月
１
日
前
に
転
出
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
転
出
先
の
区
市
町
村
に
転
送
し
ま
す
。
 

な
お
、
実
際
に
小
笠
原
村
内
に
住
ん
で
い
る
（
住
ん

で
い
た
）
も
の
の
、
小
笠
原
村
に
住
民
票
の
登
録
を

し
て
い
な
い
（
届
け
出
を
し
て
い
な
い
）
方
に
つ
い

て
は
、
住
民
票
に
よ
る
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

場
合
、
そ
の
方
の
「
現
住
所
」・「
住
民
票
登
録

地
」・「
雇
用
期
間
」
な
ど
の
確
認
の
た
め
、
あ
ら
た

め
て
照
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ま
た
、
事
業
繁
忙
期
な
ど
に
、
内
地
に
お
住
ま
い

の
方
を
一
時
的
に
雇
っ
た
場
合
（
仕
事
の
た
め
に
来

島
し
、
短
期
間
で
戻
っ
た
）
な
ど
で
は
、
そ
の
方
の

住
所
地
の
役
所
に
、
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、
eLTAX（

※
３
）
を

利
用
し
て
、
電
子
的
に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
 

 
「
給
与
支
払
報
告
書
」
の
提
出
後
に
、
異
動
（
転

勤
や
退
職
な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
給
与
所
得

者
異
動
届
出
」
の
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
（
用
紙

は
、
村
の
窓
口
、
も
し
く
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
※
２
）
か
ら
取
得
で
き
ま
す
）。

 

 ※
１
 村

の
窓
口
（
冊
子
）
や
、
国
税
庁
の
Ｈ
Ｐ

（
http://www.nta.go.jp/）

内
か
ら
手
引
き
の

フ
ァ
イ
ル
（
pdf）

が
取
得
で
き
ま
す
。
 

※
２
 小

笠
原
村
Ｈ
Ｐ
内
の
「
財
政
課
」・「
税
 申

請
・
届
出
」・「【

給
与
支
払
者
の
報
告
・
届
出
】」

内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

※
３
 小

笠
原
村
Ｈ
Ｐ
内
の
「
各
種
申
込
み
」・「

電

子
申
請
：
eLTAX（

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）」
か
ら
、
リ
ン

ク
先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
 ２

―
３
１
１
２
 

 

                                       

      

第

65回
「
特
別
編
・
日
食
！
そ
の
２
」
 

今
年
２
回
目
の
部
分
日
食
だ
よ
！
好
き
な
時
間
に

来
て
見
て
み
て
ね
。
た
だ
し
、
太
陽
を
直
接
目
で
見

な
い
こ
と
！
 

【
日
時
】

12月

26日
（
木
）
午
後
２
時

30分
に

観
測
開
始
。
午
後
４
時
頃
ま
で
。
 

【
内
容
】
お
好
き
な
時
間
に
来
場
し
、
望
遠
鏡
で
投

影
さ
れ
た
太
陽
や
、
太
陽
観
測
メ
ガ
ネ
で
観
察
し
て

み
て
下
さ
い
。
 

【
対
象
者
】
一
般
 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
（
お
祭
り
広
場
）
 

【
参
加
費
】
無
料
 

【
申
込
締
切
】
今
回
は
事
前
申
込
不
要
で
す
。
 

【
講
師
】
官
谷
幸
利
（
日
本
天
文
学
会
員
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
国
立
天
文
台
内
 
２
―
７
３
３
３
 

  【
日
時
】

12月
４
日
（
水
）
午
後
５
時
～
６
時
 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
 
２
階
会
議
室
 

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
 

退
職
・
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

 ※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２

―
２
１
０
２
 

  

小
笠
原
村
職
員
募
集

 

「
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」
 

開
催
 

母
島
巡
回
労
働
相
談
 

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
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11月
14日

よ
り
清
瀬
交
差
点
信
号
サ
イ
ク
ル
の

改
訂
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
湾
岸
通
り
の
車
両
用
信
号
の
青
色
表
示
が
長
く
な

り
ま
し
た
。
通
行
の
際
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に

注
意
し
、
信
号
の
変
わ
り
際
に
無
理
に
交
差
点
に
進

入
す
る
こ
と
な
く
清
瀬
都
住
方
向
へ
の
右
折
車
に
ご

配
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
警
察
署
 
 
２
―
２
１
１
０
 

     
次
の
と
お
り
、
武
道
始
式
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

【
日
時
】
１
月
５
日
（
日
）
 

午
後
２
時
～
午
後
４
時

30分
 

【
場
所
】
海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊
 
体
育
館
 

【
お
願
い
】
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
警
察
署
 
 
２
―
２
１
１
０
 

    

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
定
農
業
者
･認

定
就
農
者
お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者

を
対
象
に
「
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
い
た
し
ま

す
。
今
回
は
病
害
虫
防
除
に
関
す
る
２
本
立
て
で

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

【
内
容
お
よ
び
講
師
】
 

①
『
発
生
予
察
事
業
の
紹
介
、
硫
黄
島
・
南
鳥
島
の

調
査
報
告
等
』
 

山
口
 
修
平
（
東
京
都
病
害
虫
防
除
所
）
 

②
『
農
薬
の
効
果
的
な
使
い
方
と
小
笠
原
の
病
害
虫

防
除
に
つ
い
て
』
 

五
十
嵐
 
清
晃
（
営
農
研
修
所
）
 

【
開
講
日
お
よ
び
場
所
】
 

母
島
：

12月
３
日
（
火
）
午
後
４
時

30分
～
６
時
 

場
所
：
営
農
研
修
所
本
館
 

父
島
：

12月
５
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
３
時

30

分
 
 

場
所
：
農
業
セ
ン
タ
ー
研
修
室
 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
居
住
す
る
農
業
者
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
２
１
０
４
 

   
小
笠
原
海
上
保
安
署
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
機

関
に
お
い
て
、
排
出
油
等
を
原
因
と
し
た
海
洋
汚
染

を
防
止
す
る
為
の
実
働
訓
練
を
実
施
致
し
ま
す
。
 

 
こ
の
実
働
訓
練
で
は
、
海
上
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス

を
展
張
し
ま
す
の
で
、
訓
練
時
間
中
に
訓
練
実
施
場

所
付
近
を
航
行
す
る
際
に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
 

 
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

【
日
時
】

12月
10日

（
火
）
 

午
前

10時
30分

～
正
午
頃
 

【
場
所
】
二
見
漁
港
出
入
り
口
付
近
 

●
問
合
せ
先
 小

笠
原
海
上
保
安
署
 ２

―
７
１
１
８
 

               

  

保
健
所
で
は
、
私
た
ち
の
身
近
に
存
在
す
る
動
物

由
来
感
染
症
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
東
京
農
工
大
学
か
ら
専
門
家

を
お
招
き
し
、
動
物
由
来
感
染
症
の
基
礎
知
識
や
感

染
予
防
対
策
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
島
内

に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
及
び
ネ
ズ
ミ
の
サ
ル

モ
ネ
ラ
菌
保
有
状
況
調
査
に
つ
い
て
、
保
健
所
職
員

か
ら
説
明
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
、
屋

外
で
作
業
す
る
機
会
の
多
い
方
、
海
外
旅
行
が
好
き

な
方
を
は
じ
め
、
ど
な
た
で
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

日
時
：

12月

22日
（
日
）
 

午
後
３
時
～
４
時

30分
 

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
 
大
会
議
室
 

 
 
 
母
島
支
所
２
階
 
大
会
議
室
 

※
母
島
は
テ
レ
ビ
回
線
を
使
っ
て
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
と
な
り
ま
す
。
 

講
師
：
国
立
大
学
法
人
東
京
農
工
大
学
獣
医
学
博
士
 
 

林
谷
秀
樹
氏
 

申
込
：
不
要
 

●
問
合
せ
先
 
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
 

 
生
活
環
境
担
当
 
 ２

―
２
９
５
１
 

      

12月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

【
父
島
】
日
時
：

12月
５
日
（
木
）
 

午
後
２
時

30分
～
４
時
 

場
所
：
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】
日
時
：

12月
５
日
（
木
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時
 

場
所
：
母
島
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）
 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
 

・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

   

12月
は
小
児
科
医
が
来
島
し
ま
す
。
対
象
者
の

方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
６
歳
未
満
の

乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計
測
の
み
を
希

望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予

約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
当
日
受
診
で
き
な
い
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児
 

【
父
島
】
日
時
：

12月

11日
（
水
）
 

午
前
９
時
～

11時
、
午
後
２
時
～
３
時

30分
 

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

【
母
島
】
日
時
：

12月
９
日
（
月
）
 

 
午
後
２
時

45分
～
３
時

45分
 

場
所
：
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

 
 
 
 
 
 
 
 
母
島
支
所
 
 
３
―
２
１
１
１
 

  

歯
科
衛
生
士
さ
ん
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ

わ
る
お
話
、
フ
ロ
ス
の
使
い
方
、
歯
に
関
す
る
相
談

が
で
き
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
一
緒
に
歯
の
磨
き
方

を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？
  

【
対
象
者
】
０
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者
 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ

ラ
シ
 
タ
オ
ル
 
筆
記
用
具
 

【
日
時
】

12月
９
日
（
月
）
 

《
０
歳
ク
ラ
ス
》
午
前

10時
～

10時

45分
 

《
１
～
３
歳
ク
ラ
ス
》
午
前

11時
～

11時

45分
 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

清
瀬
交
差
点
の
信
号
サ
イ
ク
ル
変
更

に
つ
い
て
 

「
令
和
２
年
武
道
始
式
」
の
開
催
に

つ
い
て
 

第
１
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講
の
 

お
知
ら
せ
 

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
訓
練
 

動
物
由
来
感
染
症
講
演
会
の
開
催
 

定
期
予
防
接
種

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

 

育
児
学
級
（
歯
科
の
会
）

 



  NO．708   令和元（2019）年 12月 1日（日）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-6- 

      【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
時
》

12月
８
日
（
日
）
～

11日
（
水
）
 

午
前
・
午
後
 

【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
時
》

12月
４
日
（
水
）
～
５
日
（
木
）
 

午
前
・
午
後
 

【
受
付
時
間
】
 

《
午
前
》
８
時

30分
～

11時
 

《
午
後
》
１
時

30分
～
３
時

30分
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

  【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
程
》

12月

12日
（
木
）
午
前
の
み
 

《
受
付
時
間
》
午
後
８
時

30分
～

11時
 

【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
程
》

12月

10日
（
火
）
午
前
の
み
 

《
受
付
時
間
》
午
後
８
時

30分
～

11時
 

※
通
常
の
外
来
受
付
時
間
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

  【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
時
》

12月

19日
（
木
）
～

20日
（
金
）
 

午
前
・
午
後
 

 
 
 
 

12月

23日
（
月
）
～

24日
（
火
）
 

午
前
・
午
後
 

※

12月

21日
（
土
）、

22日
（
日
）
は
休
診
で
す
 

【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
時
》

12月

16日
（
月
）
午
前
・
午
後
 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
 

事
前
に
電
話
又
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）
の

午
後
１
時

30分
～
午
後
５
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

  【
歯
科
】
 

《
休
診
日
》

12月

26日
（
木
）
 

～
１
月
８
日
（
水
）
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

  （
正
社
員
）
父
島
・
母
島
各
１
名
 

【
仕
事
内
容
】
介
護
職
員
 

【
資
格
】
介
護
職
員
実
務
者
研
修
以
上
 

（
介
護
職
経
験
１
年
以
上
）
 

 
 
 
 
普
通
自
動
車
免
許
（
ペ
ー
パ
ー
不
可
）
 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時

30分
 

～
午
後
５
時

15分
（
休
憩

60分
）
 

【
休
日
】
週
休
２
日
制
 
基
本
土
日
祝
日
 

【
給
与
】
経
験
年
数
に
よ
る
 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
明
老
会
 
 
 
 
 
２
―
３
９
１
１
 

   

12月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲

載
に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
─
２
１
１
１
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

 

                                  

次
の
日
程
で
「
日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン

グ
＆
母
島
海
び
ら
き
２
０
２
０
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
な
お
天
候
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

○
日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ
 

【
日
程
】
令
和
２
年
１
月
１
日
（
水
）
 

【
集
合
時
間
】
早
朝
４
時

30分
(予

定
) 

【
集
合
場
所
】
母
島
沖
港
船
客
待
合
所
 

【
内
容
】
船
客
待
合
所
か
ら
都
道
最
南
端
ま
で
車
で

送
迎
、
小
富
士
ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
、
初
日
の

出
を
見
ま
す
。
懐
中
電
灯
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
参
加
無
料
・
事
前
申
込
不
要
）
 

○
母
島
海
び
ら
き
２
０
２
０
 

【
日
程
】
令
和
２
年
１
月
１
日
（
水
）
 

【
時
間
】
午
前
11

時
～
午
後
２
時
頃
 

【
場
所
】
母
島
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園
 

※
雨
天
母
島
小
中
学
校
（
予
定
）
 

【
内
容
】
小
笠
原
太
鼓
・
新
春
鏡
割
り
・
南
洋
踊

り
・
宝
探
し
ゲ
ー
ム
・
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
・
ギ
ョ

サ
ン
飛
ば
し
大
会
な
ど
 

※
ギ
ョ
サ
ン
飛
ば
し
大
会
の
申
し
込
み
方
法
は
、
母

島
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
 

○
新
春
 羽
根
つ
き
大
会
 

【
日
程
】
令
和
２
年
１
月
２
日
（
木
）
 

【
時
間
】
午
後
１
時

30分
～
 

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

※
雨
天
母
島
小
中
学
校
体
育
館
(予

定
) 

【
内
容
】
島
の
竹
で
作
っ
た
羽
根
を
、
タ
マ
ナ
の
羽

子
板
で
突
い
て
遊
び
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
母
島
観
光
協
会
 

 
 
３
―
２
３
０
０
 

  

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
及
び
元
旦
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
 

【
日
時
】
 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
 

 
 
 
 

12月

31日
 
午
後

11時
～
 

日
本
一
早
い
海
び
ら
き
 

 
 
 
 
１
月
１
日
 
 午

前
９
時

30分
～
 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場
 

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療

 

小
児
科
専
門
診
療

 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療

 

小
笠
原
村
診
療
所
の
休
診

 

明
老
会
職
員
募
集
 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,928 等級 大人 小人

49,500 42,350 24,750 (+0) 4,420 2,210

(+0) (+0) (+0) 14,828 (+470) (+230)

35,750 28,600 17,880 (+0) 5,310 2,660

(+0) (+0) (+0) 13,640 (+570) (+290)

26,930 21,550 13,470 (+0) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+0) (+0) (+0) 1,596

23,640 18,920 11,820 (+0)

(+0) (+0) (+0) 1,188 9,056

等級 村民 村民小人 身障者 (+0) (+608)

40,570 20,290 24,750 8,490

(+0) (+0) (+0) (+570)

26,820 13,410 17,880 7,924

(+0) (+0) (+0) (+532)

20,200 10,100 13,470 907

(+0) (+0) (+0) (+61)

17,730 8,870 11,820 684

(+0) (+0) (+0) (+46)

12月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室 5,000

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ
 

＆
母
島
海
び
ら
き
２
０
２
０
 

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
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※
12月

31日
は
荒
天
時
二
見
港
先
客
待
合
所
 

１
月
１
日
は
荒
天
時
は
中
止
（
小
雨
決
行
）
 

●
問
合
せ
・
申
込
先
 

小
笠
原
村
観
光
協
会
 ２

―
２
５
８
７
 

 

  

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
及
び
元
旦
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。
 

【
日
時
】
①

12月

31日
 

午
前
９
時
～
午
後
１
時
頃
 

 
 
 
 
②

12月

31日
 

午
後

10時
～
翌
午
前
１
時
頃
 

 
 
 
 
③
１
月
１
日
 

午
前
７
時

30分
～
午
後
３
時
頃
 

※
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
 

※
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
し
て
頂
け
る
方
を
希

望
し
ま
す
が
、
①
～
③
の
い
ず
れ
か
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

【
募
集
人
数
】

20名
程
度
 

【
仕
事
内
容
】
ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収
／
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
／
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
他
海
び
ら
き
イ
ベ
ン

ト
時
の
海
で
の
安
全
管
理
（
経
験
者
・
有
資
格
者
歓

迎
）
 

【
時
給
】
①
１
，
２
０
０
円
 

②
１
，
８
０
０
円
 

③
１
，
２
０
０
円
 

【
応
募
締
切
】
決
定
次
第
、
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

●
問
合
せ
・
申
込
先
 

小
笠
原
村
観
光
協
会
 ２

―
２
５
８
７
 

  

商
工
会
青
年
部
で
は
、
次
の
日
程
で
ビ
ー
チ
ク
リ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
 

【
日
時
】

12月

14日
（
土
）
午
前
９
時
～
 
 
 

【
集
合
場
所
】
扇
浦
海
岸
 
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
 

受
付
は
当
日
に
、
現
地
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

尚
、
ゴ
ミ
袋
は
商
工
会
青
年
部
で
用
意
し
て
あ
り

ま
す
が
、
軍
手
・
お
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
商
工
会
 
２
―
２
６
６
６
 

        
父
島
の
北
西
に
位
置
し
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
よ
り
望
む
こ
と
が
で
き
る
西
島
。
北
東
部
は
モ
ク

マ
オ
ウ
林
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
タ
コ
ノ
キ
や
ビ

ロ
ウ
な
ど
の
在
来
林
が
点
在
し
、
小
さ
な
固
有
の
陸

産
貝
類
も
生
息
し
て
い
ま
す
。
南
東
部
は
コ
ウ
ラ
イ

シ
バ
で
覆
わ
れ
た
丘
で
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ア
ザ
ミ
や
オ

オ
ハ
マ
ボ
ッ
ス
な
ど
が
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
ま
た
、

海
鳥
も
営
巣
し
て
い
ま
す
。
 

 
こ
れ
ら
の
生
き
も
の
た
ち
を
守
る
た
め
、
行
政
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
り
モ
ク
マ
オ
ウ
の
駆
除
等
の
外
来
種
対

策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

20年
に
は
ノ
ヤ

ギ
が
根
絶
さ
れ
、
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
も
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
西
島
の
現
状
や
取
組
を
、
生
き
物
観

察
や
実
際
の
作
業
を
通
じ
て
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り

深
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
「
西
島
外

来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
 

【
日
時
】

12月

14日
(土
) 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
頃
 

※
天
候
・
海
況
不
良
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合
は

12月

21日
（
土
）
に
順
延
し
ま
す
。
 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
宮
之
浜
 

【
作
業
場
所
】
西
島
の
林
内
 

【
募
集
人
数
】

15名
程
度
（
事
前
申
込
制
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生

以
上
の
方
 

【
内
容
】
西
島
に
お
け
る
外
来
植
物
の
駆
除
作
業

（
２
時
間
程
度
）
と
生
き
物
観
察
 

※
上
陸
地
点
は
、
ぬ
れ
た
岩
場
の
た
め
足
元
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

※
滑
り
止
め
の
し
っ
か
り
し
た
靴
（
登
山
靴
、
ス
パ

イ
ク
足
袋
な
ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
 

※
作
業
に
必
要
な
軍
手
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
の
こ
ぎ
り

等
は
貸
与
し
ま
す
。
 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
 
環
境
課
環
境
係
 

 
２
―
３
１
１
１
 

    
 東
京
都
、
小
笠
原
村
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ

ド
（
株
）
は
、
昨
年

12月
に
、
母
島
に
お
い
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
で
の
電
力
供
給
を
行

う
た
め
の
実
証
事
業
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
で
は
、
母
島
に
太
陽
光
発
電
や
蓄
電

池
等
を
設
置
し
、
１
年
の
う
ち
の
半
年
程
度
、
太
陽

光
発
電
の
み
で
島
内
に
電
力
供
給
を
行
う
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
 

 
現
在
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
設
置
場
所
の
候
補
地

（
世
界
自
然
遺
産
区
域
外
の
圃
場
跡
な
ど
の
都
有

地
・
村
有
地
等
）
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
、
専
門
家

か
ら
の
意
見
等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
自
然
環
境
調
査

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
今
回
は
、
上
智
大
学
の
織
教
授
等
を
お
招
き
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
な
ど
に
つ
い
て
の
勉
強

会
を
実
施
し
ま
す
。
 

【
日
時
】

12月
26日

(木
) 

同
じ
内
容
で
昼
と
夜

の
２
回
開
催
し
ま
す
。
 

昼
の
部
：
午
後
２
時
～
 
夜
の
部
：
午
後
７
時
～
 

90分
程
度
 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
会
議
室
 

※
父
島
は
村
役
場
２
階
会
議
室
で
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
参
加
可
能
 

 ●
問
合
せ
先
 
環
境
課
環
境
係
 

 
２
―
３
１
１
１
 

        

世
界
自
然
遺
産
の
価
値
の
適
正
な
保
全
管
理
等
に

つ
い
て
、
科
学
的
な
助
言
を
得
て
検
討
す
る
た
め
、

標
記
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
 

父
島
と
母
島
及
び
関
東
地
方
環
境
事
務
所
（
さ
い

た
ま
市
）
を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
つ
な
ぐ
予
定

で
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
 

 【
日
時
】

12月

23日
（
月
）
 

午
後
２
時
～
４
時

30分
 

 【
会
場
】（

父
島
）
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
 会
議
室
 

（
母
島
）
母
島
村
民
会
館
 会
議
室
 

（
内
地
）
関
東
地
方
環
境
事
務
所
 会
議
室
 

 【
議
題
（
予
定
）】

 

・
遺
産
委
員
会
決
議
事
項
へ
の
進
捗
状
況
 

・
各
種
の
取
組
み
・
事
業
の
報
告
等
 

 ●
問
合
せ
先
 環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

２
―
７
１
７
４
 

     

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
ア
ル
バ
イ
ト
 

大
募
集
！
 

扇
浦
海
岸
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
実
施
 

西
島
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
 

母
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

１
０
０
％
電
力
供
給
実
証
事
業
に
 

関
す
る
勉
強
会
 

「
令
和
元
年
度
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然

遺
産
地
域
科
学
委
員
会
」
の
開
催
 

に
つ
い
て
 



  NO．708   令和元（2019）年 12月 1日（日）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-8- 

   

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
笠
原
諸
島

世
界
自
然
遺
産
の
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
小

笠
原
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
や
昆
虫
の
生
体
展
示
の

他
、
世
界
遺
産
地
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る
取
組
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
 

【
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
 

※
年
末
年
始
は

12月

29日
、

30日
、
１
月
３
日

お
よ
び
４
日
が
開
館
日
で
す
。
 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
 

※
詳
細
は
小
笠
原
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
 

【
企
画
展
】
 

 
「
西
之
島
展
」
開
催
中
（

12月

18日
ま
で
）
 

 ●
問
合
せ
先
 環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

２
―
７
１
７
４
 

    

今
年
９
月
に
実
施
し
た
上
陸
調
査
結
果
を
踏
ま
え

た
西
之
島
の
科
学
的
価
値
の
最
終
と
り
ま
と
め
を
行

い
、
保
全
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
、
科
学
的
な

見
地
か
ら
検
討
し
ま
す
。
 

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
場
ま
で
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
：

12月

16日
（
月
）
午
後
３
時
～
５
時
 
 
 
 
 
 
 

○
場
所
：
 

（
父
島
）
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
会
議
室
 

（
母
島
）
母
島
村
民
会
館
会
議
室
（
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス

テ
ム
）
 

（
内
地
）
関
東
地
方
環
境
事
務
所
会
議
室
（
Ｔ
Ｖ
会

議
シ
ス
テ
ム
）
 

 ●
問
合
せ
先
 環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

２
―
７
１
７
４
 

   

西
之
島
の
上
陸
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
初
映
像
も

含
め
、
最
新
情
報
を
報
告
し
ま
す
。
ど
ん
な
生
き
物

が
西
之
島
に
定
着
し
て
い
る
の
か
、
川
上
和
人
主
任

研
究
員
（
森
林
総
合
研
究
所
）
の
ほ
か
調
査
団
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
り
、
解
説
し
ま
す
。
 

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
場
ま
で
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

【
父
島
】
日
時
：

12月

15日
（
日
）
 

午
後
７
時
～
８
時

30分
 

場
所
：
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
会
議
室
 

【
母
島
】
日
時
：

12月

17日
（
火
）
 

午
後
７
時
～
８
時

30分
 

場
所
：
母
島
支
所
大
広
間
 

 ●
問
合
せ
先
 環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

２
―
７
１
７
４
 

    
小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が

発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
根
絶
を
確

認
し
た
昭
和

60年
以
降
、

30年
余
り
再
侵
入
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
々
あ
り

ま
す
。
 

緊
急
防
除
の
事
例
と
し
て
は
、
平
成

27年
に
、

鹿
児
島
県
奄
美
大
島
で
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が
再
侵
入

し
、
寄
主
果
実
の
防
除
区
域
外
へ
の
持
ち
出
し
が
禁

止
さ
れ
、
約
１
８
０
０
ト
ン
の
果
実
が
廃
棄
処
分
さ

れ
る
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

現
在
で
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発
生
地
域
（
東
南

ア
ジ
ア
等
）
か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ
り
再
侵
入
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
及

び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再
侵
入
警
戒
調
査

が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。
 

島
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫
制

度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
】
 

 
植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税
法
で

も
、
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
小
笠
原
諸
島
で
無
断

で
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
！
】
 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
害
虫
が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主
植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ

モ
等
多
数
の
植
物
が
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
持
ち
出

し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

観
葉
植
物
・
苗
木
等
の
根
付
き
植
物
を
小
笠
原
諸

島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
植
物
防
疫
官
又
は

植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、
害
虫
の
付
着
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 
ま
た
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
も
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
壌

サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前
に
小

笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

〈
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
〉
 

《
害
虫
》
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
 

《
植
物
》
あ
さ
が
お
、
さ
つ
ま
い
も
、
空
心
菜
、
 

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生
茎
葉
及
び
地
下
部
 

〈
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
〉
 

《
宅
配
便
・
貨
物
等
》
小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務

課
（
平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時

15分
）
 

《
手
荷
物
・
携
帯
品
》
二
見
港
船
客
待
合
所
（
お
が

さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～
）
 

 
※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助

員
が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課
 

 
２
―
２
１
０
２
 

  

12月
の
開
館
：
お
が
さ
わ
ら
丸
、
観
光
船
の
入
港

日
～
出
港
日
 

12月

29日
～
１
月

11日
毎
日
開
館
 

開
館
時
間
：
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

（
夜
間
～
午
後
９
時
）
 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
特
別
展
】
 

■
本
館
 
 

「
島
の
船
」
展
～
小
笠
原
ゆ
か
り
の
船
た
ち
 
開

催
中
 

 
暮
ら
し
を
さ
さ
え
て
き
た
数
々
の
船
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
 

■
新
館
 
 

「
遊
歩
道
の
固
有
植
物
 父

島
編
～
た
ど
り
つ
い

た
キ
セ
キ
、
め
ぐ
り
あ
っ
た
キ
セ
キ
」
開
催
中
 

父
島
の
遊
歩
道
で
み
ら
れ
る
固
有
の
植
物
に
つ
い

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

   

東
京
都
で
は
、
植
生
回
復
を
目
的
に
南
島
に
生
息

す
る
外
来
ネ
ズ
ミ
類
の
駆
除
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 
 

現
在
の
取
組
状
況
や
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
お
越
し
下

さ
い
。
 

【
日
時
】

12月
６
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 多
目
的
室
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
支
庁
土
木
課
 ２

―
２
１
６
７
 

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
 

年
末
年
始
の
予
定
 

「
第
５
回
 
西
之
島
の
価
値
と
保
全
に

か
か
る
検
討
委
員
会
」
 

「
第
３
回
 
西
之
島
の
価
値
と
保
全
に

か
か
る
講
演
会
」
 

植
物
防
疫
制
度
へ
の
御
協
力
依
頼
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
 

南
島
に
お
け
る
ネ
ズ
ミ
類
の
駆
除
に
関

す
る
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て
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 東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
左
記
の
日
程
に

お
い
て
行
い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全

確
保
の
た
め
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を

通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止

め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
御
理
解
と
御
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

【
作
業
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
３
時
 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
及
び

東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く
。
別
図
参
照
）
 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】
 

12月
１
日
（
日
) 

①
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

12月
７
日
（
土
）
 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

12月
８
日
（
日
) 

通
行
止
め
な
し
 

12月

13日
（
金
) 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

12月

14日
（
土
) 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

12月

19日
（
木
）
 

②
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

12月

20日
（
金
）
 

①
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

12月

21日
（
土
）
 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

          

●
問
合
せ
先
 

支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
 ２

―
２
１
６
７
 

   

次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
下
記
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、

別
途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 
 

１
 村

民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。

実
施
時
間
は
、
１
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実

施
し
ま
す
の
で
、
１
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ

い
。
 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
 

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
 

し
ま
す
。
 

◎
父
島
会
場
 

【
日
時
】

12月

18日
（
水
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時

30分
 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室
 
 

◎
母
島
会
場
 

【
日
時
】

12月

20日
（
金
）
午
後
６
時
～
７
時
 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

●
必
要
な
物
 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
 

   ２
―
３
４
０
３
 

     
令
和
２
年
４
月
か
ら
父
島
、
母
島
及
び
聟
島
の
森

林
生
態
系
保
護
地
域
内
（
国
有
林
）
の
指
定
ル
ー
ト

を
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ

る
方
を
対
象
と
し
た
新
規
及
び
更
新
の
た
め
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド

は
、
南
島
又
は
石
門
の
限
定
で
す
。
そ
れ
以
外
の
指

定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
講
習
の
受

講
が
必
要
で
す
。
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

１
 
対
象
者
 

①
指
定
ル
ー
ト
を
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
と

し
て
利
用
さ
れ
る
方
 

②
①
を
受
講
さ
れ
た
方
又
は
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
登
録
ガ
イ
ド
（
陸
域
ガ
イ
ド
）
の
方
で
東

平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
 

(Ｓ
Ａ
) の
林
内
歩
道
２
を
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育

指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方
 

２
 
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間
 

 

12月

16日
（
月
）
～
講
習
前
日
ま
で
の
午
前
８

時
～
午
後
５
時
ま
で
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
の
閉

庁
日
及
び
正
午
～
午
後
１
時

30分
を
除
く
。）

 

３
 
受
付
方
法
 

 
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期
間
内
に
希
望

の
講
習
内
容
を
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
習
当
日
は
、

18歳
以
上
(平
成

31年
４
月
１
日

現
在
)で

あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
（
免
許
証

な
ど
）、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
 

４
 
会
場
及
び
開
催
日
時
 
 
 
 
 
 
 

◎
父
島
会
場
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
 

【
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更

新
）】

 

《
Ⅰ
》
２
月
４
日
（
火
）
 

（
新
規
）
午
後
１
時

30分
～
５
時

30分
 

（
更
新
）
午
後
４
時
～
５
時

30分
 

《
Ⅱ
》
３
月

12日
（
木
）
 

（
新
規
）
午
後
１
時

30分
～
５
時

30分
 

（
更
新
）
午
後
４
時
～
５
時

30分
 

※
更
新
の
方
も
新
規
講
習
か
ら
の
受
講
は
可
能
で
す
 

【
Ｓ
Ａ
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更

新
）】

 

《
Ⅰ
》
２
月
４
日
（
火
）
午
後
６
時
～
７
時
 

《
Ⅱ
》
３
月

12日
（
木
）
午
後
６
時
～
７
時
 

◎
母
島
会
場
：
母
島
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
 

【
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更

新
）】

 

《
Ⅰ
》
１
月

31日
（
金
）
 

（
新
規
）
午
後
１
時

30分
～
５
時

30分
 

（
更
新
）
午
後
４
時
～
５
時

30分
 

※
更
新
の
方
も
新
規
講
習
か
ら
の
受
講
は
可
能
で
す
 

●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
 

   ２
―
３
４
０
３
 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
 

及
び
排
除
に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
 

の
通
行
止
め
に
つ
い
て
 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入

林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
 

保
護
地
域
「
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育

指
導
者
向
け
利
用
講
習
会
」
 

（
父
島
・
母
島
）
 

。
 

。
 

。
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の

223 

 ―
あ
な
た
は
ど
こ
か
ら
？
―
 

 
日
差
し
が
和
ら
ぎ
、
涼
し
げ
な
気
候
が
続
く
小
笠

原
。
調
査
を
す
る
時
に
入
る
海
の
冷
た
さ
が
全
身
に

し
み
る
、
そ
ん
な
秋
の
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

調
査
も
終
盤
に
差
し
掛
か
る
中
、
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今

年
生
ま
れ
の
子
ガ
メ
た
ち
へ
の
「
タ
グ
付
け
」
で
す
 

実
は
多
く
の
小
笠
原
生
ま
れ
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
た

ち
が
、
島
か
ら
約
１
０
０
０
㎞
離
れ
た
本
州
の
太
平

洋
側
の
海
で
改
め
て
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
証

拠
を
示
し
て
く
れ
る
の
が
タ
グ
（
標
識
）
で
す
。
タ

グ
は
私
た
ち
で
言
う
名
札
の
よ
う
な
も
の
で
、
専
門

家
た
ち
が
そ
れ
を
見
る
こ
と
で
、
ど
こ
で
生
ま
れ
育

っ
た
個
体
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生

活
の
多
く
を
海
で
過
ご
す
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
を
調
べ

る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
タ
グ

に
よ
っ
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
ど
の
よ
う
に
海
を
移
動
し

て
い
る
の
か
を
推
定
で
き
、
謎
に
包
ま
れ
た
生
態
の

一
部
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
、
重
要
な
カ
ギ
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
 
 
 

 
現
在
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
取
り
付
け
て
い
る
タ
グ

に
「
リ
ビ
ン
グ
タ
グ
」
と
呼
ば
れ
る
種
類
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
カ
メ
の
甲
羅
の
一
部
を
切
り
取
り
、

表
と
裏
を
入
れ
替
え
て
貼
り
付
け
た
標
識
の
一
種
で

す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
こ
の
タ
グ
は
甲
羅
の
一
部

と
し
て
定
着
し
ま
す
。
他
の
、
前
肢
や
後
ろ
肢
に
直

接
取
り
付
け
る
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
タ
グ
と
比

べ
、
途
中
で
外
れ
る
心
配
が
少
な
く
、
永
久
に
残
り

続
け
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
い

ら
し
た
際
は
、
是
非
、
カ
メ
の
甲
羅
に
注
目
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
 

２
０
１
８
年
生
ま
れ
の
子
ガ
メ
た
ち
は
す
く
す
く

と
育
ち
、
現
在
、
順
次
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
年
生
ま
れ
の
子
ガ
メ
た
ち
も
驚
く
ほ
ど
に
大

き
く
な
り
、
来
年
へ
向
け
て
、
海
に
旅
立
つ
た
め
の

準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
―
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
https://bonin-ocean.net 

 「
今
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
ど
う
な
る
か
？
」
 

  
八
丈
島
で
は
、

11月

16日
に
今
シ
ー
ズ
ン
の
初

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
確
認
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

11月
25日

現
在
、
ま
だ
小
笠
原
で
の
確
か
な
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
の
発
見
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
う
、
す
ぐ

そ
こ
ま
で
来
て
い
る
は
ず
。
村
民
だ
よ
り

12月
号

が
み
な
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
ま
で
に
は
、
初
ザ
ト

ウ
を
告
げ
る
鯨
の
ぼ
り
が
、
き
っ
と
Ｂ
し
っ
ぷ
の
前

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

 
さ
て
、
次
に
あ
げ
る
グ
ラ
フ
は
、
毎
年
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
の
来
遊
時
期
（

12月
～
翌
５
月
）
に
実
施
し

て
い
る
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
毎
朝

30分
間
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
定
点
観
測
の
結
果
に
な

り
ま
す
。
過
去
３
シ
ー
ズ
ン
の
記
録
を
見
て
み
ま
す

と
、
２
０
１
６
／
１
７
シ
ー
ズ
ン
の
来
遊
ピ
ー
ク
は

３
月
前
半
で
し
た
が
、
２
０
１
７
／
１
８
お
よ
び
２

０
１
８
／
１
９
シ
ー
ズ
ン
は
２
月
前
半
に
ピ
ー
ク
が

来
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
こ
こ
２
シ
ー
ズ
ン
の

傾
向
で
は
、
少
し
早
め
の
ピ
ー
ク
到
来
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
、
小
笠
原
の
海
が
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
で
一
番
賑
わ
う
の
は
何
月
に
な
る
で
し
ょ
う

か
？
今
月
か
ら
は
定
点
観
測
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の

で
、
今
後
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
観
測
結
果
の
速
報

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。
 

  

          【
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お

願
い
】
 

12月
か
ら
５
月
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
時

期
と
な
り
ま
す
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

に
あ
た
り
、
い
つ
ま
で
も
自
然
な
ク
ジ
ラ
の
姿
を
観

察
で
き
る
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
自
主
ル
ー
ル
の
遵

守
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。
 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。
 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。
 

 ●
 問

合
せ
先
 
 一

般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
  

 
 
 
 
 ２

―
３
２
１
５
 

 ◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
 第

五
十
六
貝
「
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
」
 

  
以
前
、
父
島
の
子
供
た
ち
に
「
マ
イ
マ
イ
っ
て
知

っ
て
る
？
」
と
聞
い
た
ら
、「
毒
を
持
っ
て
る
」
と

答
え
た
子
た
ち
が
い
た
。
 

 
そ
う
か
。
島
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
の
マ
イ
マ
イ

は
、
あ
の
で
か
く
て
目
立
っ
て
、
触
っ
ち
ゃ
い
け
な

い
と
大
人
か
ら
言
わ
れ
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
の
こ

と
な
の
か
。
 

 
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
と
い
え
ば
、
ハ
ワ
イ
で
は
そ

の
駆
除
の
た
め
に
ヤ
マ
ヒ
タ
チ
オ
ビ
ガ
イ
（
カ
タ
ツ

ム
リ
を
食
べ
る
カ
タ
ツ
ム
リ
）
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ

リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
（
カ
タ
ツ
ム
リ
を
食
べ
る
ニ

ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
し
た
生
き
物
）
が
人
に
よ
っ
て
持
ち
込

ま
れ
、
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
よ
り
先
に
ハ
ワ
イ
に
し

か
い
な
か
っ
た
マ
イ
マ
イ
た
ち
が
食
べ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
ら
の
天
敵
は
父
島
に
も
や
っ
て
き
て
、

特
に
ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
の
方
が
父
島
で
は
猛
威
を
振
る

っ
た
。
今
、
父
島
の
島
民
が
身
近
な
場
所
で
見
か
け

る
マ
イ
マ
イ
は
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
を
始
め
、
小
笠

原
に
は
元
々
い
な
か
っ
た
種
類
ば
か
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
 

 
話
し
は
変
わ
る
が
、
先
日
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
マ
イ

マ
イ
の
専
門
家
を
小
笠
原
に
招
い
て
話
を
聞
く
機
会

が
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
な
ん

と
、
ハ
ワ
イ
に
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
持
ち
込
ま
れ

た
の
は
日
本
か
ら
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
ア
フ
リ
カ

マ
イ
マ
イ
駆
除
に
用
い
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ

リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
に
、
小
笠
原
の
マ
イ
マ
イ
た
ち
が
泣

か
さ
れ
て
い
る
。
な
ん
と
も
因
果
な
話
だ
。
 

          
ハ
ワ
イ
を
始
め
、
海
外
で
は
野
生
下
で
減
り
す
ぎ

て
し
ま
っ
た
マ
イ
マ
イ
を
飼
育
し
て
、
ま
た
野
生
に

戻
そ
う
と
い
う
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

以
前
の
記
事
に
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
小
笠
原
で
も

父
島
の
マ
イ
マ
イ
た
ち
を
野
生
に
戻
す
計
画
を
立
て

て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
い
つ
か
島
の
子
供
た

ち
が
「
マ
イ
マ
イ
っ
て
、
あ
の
殻
が
硬
い
や
つ
で
し

ょ
！
」
と
カ
タ
マ
イ
マ
イ
（
小
笠
原
に
し
か
い
な
い

マ
イ
マ
イ
）
の
特
徴
を
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
環
境

に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
。
 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
・
涌
井
茜
【
イ
ラ

ス
ト
】
橋
本
愛
 

●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
 
 
 
２
―
３
１
１
７
 

。
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高血圧の状態を放っておくと・・・ 

 

 

 

 

  

血圧をコントロールして健康生活！ 
 11 月の住民健診は受けましたか？血圧はいかがでしたでしょうか？ 

平成 28 年度「島民の栄養状況データ」によると小笠原村の住民の塩分摂取量は、男性 11.6ｇ（厚生労働省 2020 年

版日本人の食事摂取基準 7.5ｇ未満）女性 9.7ｇ（同 6.5ｇ未満）であり、塩分を取り過ぎていることがわかっていま

す。高血圧症予防について減塩を中心に重要なポイントを振り返って見ましょう。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

クジラ：去年の住民健診の結果説明会では、生活改善のためにわたしにできることを一緒に考え

てもらったなあ。お陰で今年は体重が少し減ってたよ。 

保健師：クジラさん頑張りましたね！健診は健康状態を見てもらういい機会です。健診をきっか

けに自分の生活を見直すことが出来ると良いですね。ぜひ出来ることから取組んでみて

ください♪ 

― 村民課福祉係— 

— 第２３８号―

 

「高血圧」とは 

収縮期血圧（上の血圧）が 140mmHg 以上または、 

拡張期血圧（下の血圧）が 90mmHg 以上のことを言います。 

そもそもどこからが高血圧？ 

血管に送り出す血液の

圧力が強い状態が続く 

血管に負担が

かかる 

血管が傷つく 

血管が硬くなる

（動脈硬化） 

 

脳卒中 心臓病 

更に血圧が
高くなる 

血圧を下げるポイントって？ 

塩分の取りすぎは、血圧を高くする大きな原因です。 

食事での塩分摂取の７０％は調味料や加工食品からの 

摂取といわれており、外食や調味料の選択に注意が 

必要です。野菜をたくさん食べてカリウムを摂取す 

ると塩分が排出されやすくなります。 

ポイント１ 減塩  

血圧は体重を約 3kg 減量すると改善してくると 

言われています。１日 1000 歩（10 分）多く歩く

ことから始めましょう。          

ポイント２ 運動 

①だしをたっぷり使う 

昆布、削り節、干ししいたけなどの

だしを効かせれば、薄味でも満足の

味わいに。 

※ただし、顆粒だしには塩分が 

多く含まれています！ 

(小さじ１杯=塩分 1.6ｇ) 

②酸味や香りを効かせる 

塩味以外の味覚を加えることで、 

塩分を抑える。 

【酸味】酢、レモン【香り】きざ

みゆず、かつおぶし、ごま、にん

にく、しょうが 

【スパイス】カレー粉、 

とうがらし、ハーブ 

③新鮮な食材を使う 

食材そのものが美味しければ、調味料

は抑えられる。また加工品は保存性を

高めるために塩分が多いものも。 

加工品より生肉、生魚を使用する！ 

④焼く・揚げるなどの工夫 

焦げめをつけて香ばしさを 

出すなど、調味料に頼らない 

工夫も。 

減塩のポイント お知らせ 

 
住民健診の結果説明会 

（令和２年１月予定） 

「結果の見方がわからない」

「生活改善方法を知りたい」

など栄養士、健康運動指導士、

保健師に直接相談できます。 

栄養教室「島料理」 

（令和２年２～３月予定） 

おいしくて塩分控えめな島料

理を栄養士さんが教えてくれ

ます。 

＊詳しい日時は、来月以降の

村民だよりをご覧ください。 

 




